
　５月14日、日経ホール（東京・大手町）で、「インターン
シップカンファレンス」が初開催され、「学生が選ぶインター
ンシップアワード」の表彰式が行われた。インターンシップ
は学生の社会的・職業的自立に寄与する効果があるが、受け

入れ企業の負担も大きく、実施率は37.６％（2017年度）に
留まる。学生の職業観を養う魅力的なインターンシッププロ
グラムの表彰を通じ、改めてその意義が社会で共有され、実
施企業が増えることが期待される。

学生が選ぶ
インターンシップアワード

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
「
採

用
活
動
を
補
完
す
る
も
の
」
と

位
置
付
け
る
企
業
は
少
な
く
な

い
。
学
生
の
中
に
も
「
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
就
職
活
動
を
有

利
に
進
め
る
た
め
に
あ
る
」
と

捉
え
る
風
潮
が
あ
る
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
従
来
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
、
採
用
に
直
結
す

る
か
否
か
で
評
価
さ
れ
て
き

た
。

　

今
回
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
ア
ワ
ー
ド
」
で
は
、
独
自
の

効
果
測
定
尺
度
を
用
い
て
審
査

し
た
。
重
視
し
た
の
は
、
学
生

の
就
業
意
識
を
高
め
、
自
己
の

成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
か
ど
う
か
だ
。

　

今
回
の
受
賞
企
業
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
み
て
も
、
学
生
た
ち

が
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

じ
た
自
己
成
長
」
を
重
視
し
て

い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
働
く
こ

と
が
、
い
か
に
自
分
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
る
の
か
。
学
生
は
、

そ
れ
を
体
感
し
て
み
た
い
と
願

っ
て
い
る
。
そ
の
思
い
に
応
え

る
の
は
ど
ん
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
か
。
今
回
の
受
賞
企
業
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
の
好
例
と
な

る
。
見
逃
せ
な
い
の
は
、
３
つ

の
共
通
点
だ
。

　

ま
ず
は
丁
寧
さ
。
事
前
説
明

や
事
後
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な

ど
、
直
接
的
な
経
験
の
前
後

に
、
経
験
を
補
完
す
る
丁
寧
な

機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
れ
ば
、

学
習
効
果
は
高
ま
る
。
こ
こ
で

い
う
「
丁
寧
さ
」
は
単
な
る
優

し
さ
で
は
な
く
、
厳
し
さ
や
誠

実
さ
と
い
っ
た
意
味
だ
。

　

次
に
、
未
知
へ
の
挑
戦
を
促

す
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
課
題
。

例
え
ば
海
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
、
学
生
が
新
し
い
世

界
へ
飛
び
込
む
の
を
後
押
し
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
。

　

３
つ
目
は
、
社
会
へ
の
視
点

だ
。
自
社
完
結
だ
け
で
な
く
、

地
域
課
題
に
紐
づ
け
て
企
業
活

動
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
、
未
来
を

開
く
ア
イ
デ
ア
を
も
生
み
だ
す

可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

魅
力
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
、
企
業
活
動
を
活
性
化
さ

せ
る
一
助
と
な
る
。
学
生
の
就

業
意
識
を
高
め
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
企
業
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

経済産業省 経済産業政策局 産業人材政策室 参事官 伊藤 禎則氏
学び続ける姿勢が働く人の可能性広げる

パネルディスカッション

より高度で実践的な現場体験に高い期待
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
審
査
に
も
参
加
し
た
４

人
の
学
生
が
登
壇
。
活
発
な
意

見
を
交
わ
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
い

て
重
視
す
る
も
の
と
し
て
、
全

員
が
声
を
そ
ろ
え
た
の
が
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
の
充
実
度
だ
。
具

体
的
に
は
、「
大
学
で
学
ん
で
い

る
こ
と
が
、
実
社
会
で
ど
の
よ

う
に
生
き
る
の
か
。
社
会
人
か

ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
大
き

な
気
づ
き
に
つ
な
が
る
」
と
い

っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

併
せ
て
指
摘
さ
れ
た
の
が
、

密
度
の
濃
い
現
場
体
験
の
重
要

性
だ
。
現
場
の
空
気
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
、
よ
り
実
践
に
近
い

仕
事
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
る

学
生
は
多
い
よ
う
で
「
多
少
厳

し
め
で
も
、
現
時
点
の
自
分
の

力
を
試
せ
る
よ
う
な
内
容
の
濃

い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
働
く

こ
と
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

つ
き
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
観
の

形
成
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
す

は
ず
だ
」
と
の
意
見
が
出
た
。

　

企
業
へ
の
要
望
と
し
て
は
、

募
集
人
員
の
増
加
や
応
募
条
件

の
緩
和
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
機
会
増
加
を
求
め
る
声

が
多
か
っ
た
。

　

人
口
動
態
の
変
化
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
進
化
な
ど
社
会
の
構

造
転
換
が
起
こ
る
中
で
、
働
き

方
も
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
で
私
た
ち
は
、
絶
え
ず

学
び
続
け
る
責
任
も
負
う
。
学

齢
期
に
限
ら
ず
、
生
涯
に
わ
た

り
学
び
と
労
働
を
繰
り
返
す
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
重
要
性
が
、

全
世
界
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。

学
び
に
よ
っ
て
得
た
高
い
専
門

知
識
や
ス
キ
ル
、
人
脈
は
、

個
々
人
の
働
き
方
の
可
能
性

を
さ
ら
に
大
き
く
広
げ
る
だ
ろ

う
。

　

一
つ
の
会
社
に
定
年
ま
で
勤

め
上
げ
れ
ば
「
上
が
り
」
と
い

う
昭
和
の
人
生
す
ご
ろ
く
的
な

キ
ャ
リ
ア
観
か
ら
脱
却
す
る
時

だ
。
生
涯
学
び
続
け
る
機
会
を

い
か
に
創
出
す
る
か
。
経
済
産

業
省
と
し
て
も
、
全
力
を
挙
げ

て
支
援
し
た
い
。
働
く
こ
と
と

学
ぶ
こ
と
の
結
節
点
で
あ
る
イ

ン
タ
ー
ン
は
ま
さ
に
、
時
流
に

沿
っ
た
取
り
組
み
だ
。
ま
す
ま

す
の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
。

法政大学 キャリアデザイン学部 教授 梅崎 修氏
魅力的なプログラムのカギは「自己成長」

「インターンシップアワード」
選考までの流れ

「学生が選ぶ インターンシップアワード」とは

優秀賞

三井住友海上火災保険（本社／東京都）

　応募企業のインターンシップに参
加した学生に、事務局が用意した評価
アンケートの回答を依頼。アンケート
結果等を踏まえ「学生部会」（インター
ンシップ参加経験のある学生からな
る）が評価。適宜企業へのヒアリング
を実施しながら「有識者部会」（キャリ
ア教育の専門家らからなる）が総合評
価を行う。これら３段階の評価を総合
し、優秀賞などを決定。インターンシッ
プの趣旨を良く理解した上で、学生へ
のキャリア教育の機会を総合的かつ
網羅的に提供し、学生からの支持が
高く、その成果が顕著に認められる企
業・団体を大賞とする。

主催：「学生が選ぶ インターンシップアワード」実行委員会　　後援： 経済産業省／厚生労働省／文部科学省／日本経済団体連合会／日本経済新聞社／マイナビ

【入賞企業】　エス・ビー・シー、応用社会心理学研究所、鈴与商事、ソニー、凸版印刷、トヨタカローラ山形、トラスコ中山、トレンド・プロ、三井住友銀行　（50音順）

　

学
生
の
意
思
や
学
事
日
程
へ

の
配
慮
か
ら
、
参
加
日
程
を
自

身
で
選
択
で
き
る
点
や
、
最
大

15
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
多
岐
に
わ
た
る
学
び
が
提
供

さ
れ
て
い
る
点
、
全
社
員
の
１

割
が
協
力
し
て
い
る
点
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

全
国
７
都
市
で
１
４
３
０
人

の
社
員
を
動
員
す
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
Ｍ
Ｓ

Ｉ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
」
を
実

施
。
期
間
は
最
大
１５
日
間
。
段

階
ご
と
に
課
題
が
深
化
す
る
設

計
だ
。
必
須
参
加
の
最
初
の
５

日
間
は
主
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
な
い
、
損
害
保
険
会
社
の

業
務
を
リ
ア
ル
に
体
感
で
き
る

課
題
解
決
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

提
供
。
任
意
参
加
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
よ
り
実
践
的
な
職
場

体
験
が
で
き
る
。
最
終
段
階
で

は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
。
与
え
ら
れ
た
課
題
の
解
決

に
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
。
こ
こ

で
は
あ
え
て
「
正
解
」
の
な
い

課
題
を
設
定
。
限
界
を
超
え
て

考
え
抜
く
体
験
か
ら
、
学
び
や

気
づ
き
を
得
て
ほ
し
い
。

段階ごとに実践度増す綿密なプログラム

ボッシュ（本社／東京都）

　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
強
み
を

生
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
自
社
拠

点
で
実
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
体
験
さ
せ
、
現
地
の
従
業
員

と
関
わ
る
機
会
を
提
供
し
た
点

や
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
手

厚
い
フ
ォ
ロ
ー
体
制
な
ど
、
独

自
性
の
高
い
綿
密
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
設
計
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

我
が
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
対
象
は
理
系
学
生
。
国
内

で
の
事
前
研
修
を
経
て
ベ
ト
ナ

ム
へ
渡
航
し
、
現
地
ス
タ
ッ
フ

と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
な
が
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア

業
務
を
体
験
す
る
。
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
業
務
内
容
や
求
め
ら
れ
る

人
物
像
は
も
と
よ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
で
働
く
こ
と
の
難
し

さ
や
喜
び
を
、
体
感
し
な
が
ら

学
ぶ
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

最
終
日
に
は
、
現
地
の
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
前
で
英
語
で

の
成
果
発
表
を
行
う
。
今
後
も

海
外
で
活
躍
し
た
い
と
願
う
学

生
の
背
中
を
押
す
た
め
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
い
う
観

点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
継
続
し
た
い
。

グローバル企業で働く喜びを体感

クラウン・パッケージ（本社／愛知県）

　

実
務
体
験
が
難
し
い
営
業
系

職
種
な
が
ら
、
大
学
祭
の
模
擬

店
で
使
用
さ
れ
る
食
品
ト
レ
ー

を
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
ゼ
ロ
か
ら

企
画
・
製
造
・
販
売
す
る
と
い

う
他
社
に
な
い
実
践
的
な
体
験

が
提
供
さ
れ
て
い
る
点
や
、
個

人
へ
の
手
厚
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

我
が
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
は
、
リ
ア
ル
な
仕
事
体
験

を
提
供
。
学
生
は
、
大
学
の
学

園
祭
で
使
用
す
る
食
品
ト
レ
ー

の
企
画
提
案
・
製
造
・
販
売
に

取
り
組
む
。
売
り
上
げ
目
標
は

１
０
０
０
万
円
。
２
カ
月
間
、

計
７
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
期

間
中
、
学
生
は
グ
ル
ー
プ
ご
と

ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
を
繰

り
返
す
。
仲
間
と
課
題
を
共
有

し
、
研
究
・
改
善
し
な
が
ら
企

画
を
磨
き
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
が

実
践
的
な
仕
事
体
験
と
し
て
評

価
さ
れ
、
嬉
し
く
思
う
。
一
人

ひ
と
り
に
手
紙
を
書
く
な
ど
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
充
実
に
も

注
力
し
て
い
る
。

食品トレーの企画から販売までを実践

栄水化学（本社／兵庫県）

　

事
業
に
即
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
体
験
を
通
じ
、
単
に

会
社
・
業
務
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
に
留
ま
ら
ず
、
自
治

体
と
連
携
し
、
社
会
課
題
へ
の

取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
実
施
す

る
こ
と
で
一
層
の
理
解
促
進
を

助
長
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

ま
ち
の
課
題
を
解
決
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
地
域
と
連
携
で
取

り
組
ん
で
３
年
目
。
自
社
の
清

掃
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
生
か

し
、
自
立
し
た
子
ど
も
の
育
成

と
習
慣
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

体
験
活
動
「
エ
コ
ピ
カ
は
か
せ

の
お
そ
う
じ
塾
」
の
企
画
運
営

を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て

実
施
。
地
元
尼
崎
市
や
市
内
小

学
校
と
も
連
携
し
、
出
前
授
業

や
、
自
社
に
子
ど
も
た
ち
を
呼

ん
で
の
授
業
の
運
営
な
ど
を
任

せ
て
い
る
。
半
年
間
の
継
続
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
生
を

お
客
さ
ん
扱
い
せ
ず
に
責
任
あ

る
仕
事
を
任
せ
、
自
主
性
を
重

ん
じ
る
。
中
小
企
業
の
強
み
を

生
か
し
た
、
き
め
細
か
い
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
も
特
長
だ
。

地域と連携し「おそうじ塾」運営に挑戦

富士通（本店／神奈川県、本社事務所／東京都）

　

最
先
端
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
技
術
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
約
１
２
０
の
職
場
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
受
け
入
れ
、
学
生
に
対

す
る
多
彩
な
機
会
を
創
出
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
生
全
員
に
メ
ン
タ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
、

高
い
達
成
意
欲
や
継
続
的
な
学
び
を
促
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
設
計
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
一
段
高

い
レ
ベ
ル
の
課
題
を
提
示
し
、
学
習
効
果
の
最
大

化
を
追
求
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
高
く
評
価
さ
れ
、

大
賞
に
輝
い
た
。

　

個
々
人
の
経
験
値
は
社
会
と
ど
の
よ
う
に
関
連

し
、
ど
う
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
学
生
が

就
業
体
験
か
ら
得
た
気
づ
き
を
持
ち
帰
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
学
び
を
深
化
さ
せ
る
と
い
う
好
循
環

を
期
待
し
、
我
が
社
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
最
大
の
目
的
は
、
自
己

成
長
の
き
っ
か
け
と
し
て
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と

だ
。
多
く
の
学
生
に
門
戸
を
開
く
た
め
、
全
国
各

地
、
約
１
２
０
の
職
場
で
、
１
５
０
以
上
の
テ
ー

マ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
イ
ン
プ
ッ
ト
だ
け
で

な
く
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
機
会
も
設
け
て
い
る
。

企
業
と
し
て
よ
り
高
い
人
材
育
成
効
果
を
狙
え
る

だ
け
で
な
く
、
学
生
に
と
っ
て
も
、
よ
り
実
践
的

な
就
業
体
験
と
な
る
と
自
負
し
て
い
る
。
学
生
全

員
に
メ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、
日
ご
と
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

も
回
し
、
気
づ
き
の
機
会
も
数
多
く
提
供
。
今
後

も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
質
を
さ
ら
に
高
め
て
い

き
た
い
。

自己研さんに生きる就業体験を幅広く提供

人事本部
人材採用センター
センター長
佐藤 渉氏

代表取締役社長
松本 久晃氏

企画人事部 部長
片桐 登喜夫氏

人事部 副部長 兼
採用チーム長

宇都宮 重忠氏

大賞

企
画･

制
作
＝
日
本
経
済
新
聞
社
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
営
業
局

広
　
告

大賞は富士通に決定！
全247社・
297プログラムの中から
厳正な審査により、
富士通が
大賞に選ばれた

人事部門 シェアード
サービス部 採用・人材
マーケティンググルー
プ マネージャー　
市山 千奈美氏

インターンシップについて考える機会を広く社会に提
供するため、学生の職業観養成に効果の高いインター
ンシッププログラムを表彰・周知する取り組みだ。

　学生の社会的・職業的自立に寄与する機会創出の需
要が増す中、インターンシップの役割が改めて注目さ
れている。「学生が選ぶインターンシップアワード」は、

学生部会、有識者部会による審査

表彰企業決定

学生調査からの選抜フロー

学生アンケート調査実施
（1回目）

学生アンケート調査実施
（2回目）

応募企業のプログラム
参加学生アンケート開始

応募受付締切（1月末）

参加学生アンケート締切
※2月末まで実施

企業からの応募

企業からの応募フロー

適宜、企業への
ヒアリング実施


